
(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

JASFAの始動

2011年3月11日14：46 未曽有の大地震が北関東から東北の太平洋沿岸を一変させた

同年3月27～8日
東北新幹線普及工事中のため、夜行バスに乗る。
東京でJASFA設立に向け知己を訪ね歩く。
日本中の「何かをしなければ」の思いに訴える。
持続可能社会構築への挑戦と、新エネルギーの
活用推進を掲げJASFAの原型を構想。
非日常の仙台に帰る夜行バスを待つ間に見た

上野公園の桜が忘れられない。

同年4~5月の幾日かを、設立準備に。名は体を表す
素晴らしいネーミングを故井口初代会長に戴く。

同年6月16日
一般社団法人「持続可能で安心安全な社会をめざす
新エネルギー活用推進協議会」として登記。

同年7月7日「五反田ゆうぽうと」にて設立総会。

JASFA 代表理事 小野寿光
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

名 称 一般社団法人 持続可能で安心安全な社会をめざす新エネルギー活用推進協議会・略称ＪＡＳＦＡ （ジャスファ）

設立日 平成２３(西暦２０１１）年 ６月１６日

事業本部 〒982-0003 宮城県仙台市太白区郡山4丁目10番2号 ／ TEL：022-246-6421 FAX：022-249-7253

website http://jasfa.info/ E-mail info@jasfa.info

役員構成

(R2.12.6）

1.会長 ： 内海康雄（独立行政法人国立高等専門学校機構舞鶴工業高等専門学校校長・教授・工学博士）

2.副会長 ： 産学連携・産担当 関東支局長兼務 前田圭一郎（有限会社GMP創房取締役・技術士）

3.副会長 ： 産学連携・学担当 武山 倫 （東北工業大学大学院工学研究科教授・建築士）

4.代表理事 東京本部長 ： 小泉賢司（中央建設企業経営振興事業協同組合連合会理事長）

5.代表理事 事業本部長 ： 小野寿光（株式会社馬渕工業所代表取締役・管・土木施工管理技士）

6.理事 ： 渋谷 尚（株式会社建築事務所アク・アク代表取締役所長・建築士）

8.執行役 ： 北海道支部長 酒本 宏 （株式会社KITABA代表取締役・技術士）

9.執行役 ： 会計監査 海老澤恒美（株式会社さんのう代表取締役）

10.執行役 ： まちのちから合同会社 社員 五十嵐隆浩（株式会社構研エンジニアリング 常務取締役執行役員・技術士）

11.執行役 ： まちのちから合同会社 監査 小山克博（有限会社アーク・ジャパン代表取締役）

12.執行役 ： まちのちから合同会社 代表社員 三方雅仁 (創造技研株式会社代表取締役）

目的

及び

基本事業

当法人は、持続可能で安心安全な社会形成をめざす産学連携非営利法人として、研究知財や技術活用による実現可能な

企画提言を行い、国民生活の恒久的な福利向上に資する新技術の発掘等を図り、技術的経済的な新エネルギー等の活用

推進を目的とした1.普及啓発及び情報提供、2.指導・助言その他の支援、3.調査研究等の活動を行う。

受賞歴

第１回ジャパン・レジリエンス・アワード２０１５「国連防災世界会議」併催イベント：優秀賞

第２回ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）２０１６：優秀賞

令和２年度 宮城県ストップ温暖化大賞

令和３年度 令和3年度新エネ大賞：資源エネルギー庁長官賞

団体概要
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
活動の沿革

2011年12月 ジャパンプラットフォーム「被災地就労支援事業（第１期）」募集開始・開講～2013年3月まで第２期、第３期と継続

2012年3月 東松島市復興推進機構（後の東松島みらいとし機構)設立準備～参画活動継続

2012年5月 仙台高等専門学校（地域人材開発本部）協働プロジェクト「安全安心なエコタウン構築についての人材育成」

2012年5月 医療法人社団KNI（八王子市）協働「東松島市における高齢者･障害者の就労･社会参加支援事業」2013年12月まで継続

2012年12月 さがみはら産業創造センター(SIC)協働プロジェクト「地方(東松島市)技術･サービスの首都圏販路開拓事業」

2013年6月 東北環境事務所／地域活性化を狙う環境保全活動の協働取組推進｢東松島市の復興を支援する環境保全協働事業」

2013年6月～
JASFA会員間連携･協働プロジェクト案件多数 1.HEMSシステム開発･エディオン提供 2.SIC連携(神奈川県ものづくり補助
金活用)新型・新工法PV架台開発 3. 小型風力と自立分散電源技術実証 4.復興庁農地ソーラーシェアリング実証事業(第1期)
5. 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)｢地熱発電技術研究開発事業｣採択(2015年まで)  ほか

2014年4月 環境未来都市 東松島市における将来担い手を育てる環境学習推進に関する協定書 締結 事業活動推進中

2014年5月～

1.復興庁／農地ソーラーシェアリング実証事業(第2期) 2.東松島市／コレクティブハウス(超高齢化対応スマートハウス)事業
2.川崎市環境局／環境総合研究所と環境技術産学公民連携事業『200℃未満の未利用熱を利用した発電システムの導入可能性
調査研究』(平成26年～) 3.環境省／先導的低炭素地域づくり事業化FS調査委託業務(東松島市宮戸島) 4.中華民国財団
法人・台湾建築中心／持続可能社会の安心･安全な技術･製品･サービスに関する相互情報交換MOU調印締結

2014年9月 ＪＡＳＦＡ会員出資による有限責任合同会社（ＬＬＣ）まちのちから設立

2015年1月 台湾／田中管理顧問有限公司 田中享次代表を窓口としたJASFA/台湾が活動開始

2015年3月
国連防災世界会議パブリックフォーラムイベント開催（基調講演：Ｃ.Ｗ.ニコル氏「心に木を植える」）
同会議にて第１回レジリエンスアワード大賞【優秀賞】授与：2016年第2回【優秀賞】連続授与

2015年5月 韓国／Mabuchi・Engineering Korea K-Paik C.E.O を窓口としたJASFA/KOREAが活動開始

2015年7月 川崎市／環境技術共同研究事業：2017年度まで３ヵ年継続

2015年7月 みやぎ産業振興機構／平成27年度プロジェクト創出研究会『小型熱利用システム研究会』

2016年7月 中小企業庁／ものづくり補助金『150℃以下の未利用廃熱を利用した冷凍サイクルの開発』

2016年8月 雲仙市・小浜温泉エネルギー／雲仙エコプロジェクト『地方創生加速化交付金事業・温泉熱利用まちづくり』（温泉熱発電）

2017年5月 産総研再生エネ研究センター／被災地企業のシーズ支援プロジェクト採択

2017年7月 福島県／福島県地域復興実用化開発等促進事業採択「自然エネ活用によるＩｏＴ営農産地化促進PJ」2020年2月まで継続

2017年10月 東北工業大学協働／宮城県新エネルギー等環境関連設備・デバイス等開発取組支援事業参画

2018年10月 宮城県川崎町特定非営利法人「川崎町の資源をいかす会」小型水力発電プロジェクト支援

2019年7月 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)｢エネルギー環境先導研究プログラム」

2019年7月 宮城県新エネルギー等環境関連設備開発支援事業受託(東北大学連携)

2020年9月 国交省認可「まちのちから合同事業協同組合」始動

2020年11月 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)｢中小・ベンチャー企業を対象とした戦略的省エネルギー技術革新プログラム」

黄色下地セルはＪＡＳＦＡの組織としての概要、白色下地セル中赤文字はＪＡＳＦＡとしての事業、黒字はＪＡＳＦＡメンバー協働により実施 3

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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環境教育・人材育成支援：東松島市との協定、宮城県環境教育プログラム登録

１．ジャパンプラットフォーム・就労支援
２．市民向け再生エネルギー講座
３．新しい東北・支援修了者実績
４．環境教育協働取組のイベントで展開
５．東松島市環境学習に関する協定
６．７．仙台市立南小泉小学校での

県プログラム環境教育現場

1

2 3 4 5

持続可能社会を担う人材の育成と
環境教育を通した新エネルギーの啓蒙が
復興を意識したＪＡＳＦＡ創設の理念
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・仙台高等専門学校（地域人材開発本部）協働プロジェクト
・「安全安心なエコタウン構築についての人材育成」

２０１２年５月

失職した被災者への就労支援と、復興プロセスにおける
必要人材の育成プログラム

5

東松島市市民向け就労支援事業

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・医療法人社団KNI（八王子市）協働
「東松島市における高齢者･障害者の就労･社会参加支援事業」

２０１２年５月
～

２０１３年１２月
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・さがみはら産業創造センター協働プロジェクト～台湾グリーン展示会への継承
「地方(東松島市)技術･サービスの首都圏販路開拓事業」

２０１２年１２月
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・環境省／先導的低炭素地域づくり事業化FS調査委託業務(東松島市宮戸島) ２０１４年５月～

松くい虫被害木の利活用を模索 太陽熱による木材乾燥の先進事例調査(登米森林組合)
地域コミュニティとの協議を重ね、地元材活用の木質バイオマス施設検討の調査

8

木材乾燥大温室・登米森林組合

木質バイオマス賦存量調査

市民ヒアリングバイオマスチップ



(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・環境省／先導的低炭素地域づくり事業化FS調査委託業務(東松島市宮戸島) ２０１４年５月～

再生エネルギー活用の循環型施設
環境省調査をもとに、復興庁予算で執行(総額７億円)

木質チップ乾燥大温室

太陽熱集熱パネル
＋バイオマスボイラ

新規就農者宿泊施設

観光船発着場・市民センター

木質バイオマスボイラバイナリ発電機
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・国連防災世界会議にて第１回レジリエンスアワード大賞【優秀賞】授与
（2016年第2回【優秀賞】連続授与）

２０１５年３月
～

２０１６年３月

第３回国連防災世界会議２０１５年３月１４～１８日
・本体会議：仙台国際センター(会議棟・展示棟)
・参加者：国連加盟国、国際機関、NGO等から６，５００人以上
・関連事業：仙台市内並びに、宮城、山形、青森、岩手、福島各県内の複数会場
・関連事業参加者：延べ約１５６，０００人以上

JASFAによる関連事業：C.W.ニコル氏特別講演
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・みやぎ産業振興機構／平成27年度プロジェクト創出研究会
『小型熱利用システム研究会』

２０１５年７月

宮城県外郭団体による支援事業
「廃熱冷蔵庫」(仮称)構想にて
システム研究会を重ねる

都合２０１９年事業まで
県・環境政策課、新産業振興課
等の競争資金利用により研究継続

県・産業技術総合センターにて
８５℃温水より採熱

↓
０℃を保つ大型冷蔵庫を実現
(最低-１４℃）
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・東北工業大学協働
「宮城県新エネルギー等環境関連設備・デバイス等開発取組支援事業」参画

２０１７年１０月

高気密住宅の気密測定を簡便に
東北工業大学・プレアデザイン研究所(武山倫所長・JASFA副会長）
３年連続で小型デバイスの研究開発を実施

小型機密測定器試作機

小型機密測定器試作機
第２号(左）と第３号機
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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環境活動の実践から派生する諸活動

2018年度・2019年度 JICA課題別研修の受託
「気候変動のための 小規模再生可能エネルギーの活用コース」
(写真下：講師JASFA代表理事・小野寿光）

東北工業大学における３回生向け環境・建築設備講座
「住まいの設備計画・全４講座１６時限」を担当
(写真右：講師JASFA理事・渋谷尚ほか）

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・宮城県川崎町特定非営利法人「川崎町の資源をいかす会」
小型水力発電プロジェクト支援（宮城県青根温泉郷のまちづくり計画と連携）

２０１８年１０月

JASFA提供の発電機(左）
会員企業開発のハイブリッドポール搭載
小型風力発電機（１ｋW ）の活用
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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再生エネルギー活用による育苗環境構築

育苗環境が整い、事業化に向けたプロセスへ
JASFA会員企業による多くの知見・製品の展示場

太陽光発電所（約５０ｋW）

太陽熱温水システム(約５６ｋW）

地下水(冷水）１０㎥
温水１０㎥の貯蔵タンク

↓

二重構造温室

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

16

「AgriNova」施設風景・屋上の太陽光発電(写真上左）を
現場事務所のエアコン電源として活用する（写真上右）
増容量を可能にした新型リチウムイオン電池（2.65ｋW×４台）

地域が抱える耕作放棄地活用への声を寄せていただくため
繰り返し地域協議会を開催してコミュニケーションをとる
「AgriNova」プロジェクトのJASFA参加会員は二十数社超

再生エネルギー活用による育苗環境構築



(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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・農事（作業・育成・環境）の見える化システム：「AgriKarte」

農事者・施設管理者向けに、農事ノウハウを見える化し、データベース保存後、共有・継承する

パソコン1台で管理

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

・宮城県新エネルギー等環境関連設備開発支援事業受託 (東北大学連携)２０１９年７月
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

固相生成制御型回転式高耐久・高速熱交換器の研究開発

19

源泉貯湯槽

熱交換器
（無回転） 回転式熱交換器

設定条件
伝熱管 SUS, 89 mmφ, 100 rpm
源泉 100℃, 5 L/min
冷水 20℃, 5 L/min

無回転 回転

回転

固定羽根

熱媒

伝熱管

熱媒

回転伝熱管により
伝熱面を更新！

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

ＮＥＤＯ：中小・ベンチャー企業を対象とした戦略的省エネルギー秘術革新プログラム
スクロール方式による高速・高出力膨張機を搭載した低価格ORC発電システムの開発
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

新型コロナ感染症拡大後の個別・分散型社会に寄与

21

本開発ORC発電装置の
「小規模」「独立性」「自立性」

の特性を活かし寄与

「分散化」社会像

発電・蓄電事業
本開発ORC発電システム

工場 バイオマスボイラー 温泉 太陽熱

熱水 供給

★超小型移動手段＝PMV等
（Personal Mobility Vehicle）の普及

★小規模・臨機応変な移動・輸送手段の普及
（飲食類の宅配、個別配送、
農家の個人向け配送）

発電・蓄電
事業

本開発ORC
発電システム

局地的熱源

工場

温泉

熱水

供給

電気自動車
電動アシスト付自転車

学校

市民ホール

「個別化」社会像

地産・地消

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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自立電源ポールによる防犯・減災・監視システムの提案

• 電源工事不要の街路灯、防犯灯
• 無電源地域の監視および通信システム
• 非常電源内臓の保安灯

180m
m

正⾯ 234mm側⾯ 429.2mm

項    目 1台単独（24V) 2台直列(48V)

定格電圧 25.9V 51.8V

公称容量

蓄電容量 2.65kwh 5.3kwh

充電電圧範囲 21～28.3V 42～56.6V

定格充電電流

最大充電電流

定格放電電流

最大放電電流

最大並列数 8（21.2kwh） 4（21.2kwh）

重量 20kg 40kg

保護仕様
過電圧・低電圧・充放電過電流・
温度異常・短絡接続・極性逆接続

102.6Ah

20A

40A

20A

40A

1台ごとに制御回路を搭載。
複数台接続が簡易な
リチウムイオンバッテリー
を組合せ、汎用性を増強

駐車場照明＋監視カメラ
＋画像送信に使用



(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

23

ハイブリッドポール ＋LEDサイネージ＋監視カメラ+WiFiアンテナ

【局所給電】
沿岸部、山間部へ
電源システム提供

【防災】
誘導灯

非常用電源供給

【防犯】
防犯灯

IPカメラ電源

【環境教育】
若年世代への
環境意識啓発

【拡張】
イルミネーション

イベント用電源補助

【PR】
環境への取組

CSR

蓄電→給電

LEDサイネージ

インターネット

遠隔リアルタイムモニタ
【e家カルテ】
添付メール取込登録

動体検知
画像添付メール

報告書作成【マブチ・ハイブリッドポールⅡ 】

監視カメラ

広域WiFiアンテナ

AgriNova
（南相馬市）

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み
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独自性が高いバッテリーモジュールの普及

某市導入・ワクチン冷凍庫バックアップ電源 現場事務所設置太陽光PV

現場事務所のエアコン稼働
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関係・連携する組織・団体関係・連携する組織・団体

要素技術の適用フィールド要素技術の適用フィールド

JASFA会員の保有または開発中の要素技術JASFA会員の保有または開発中の要素技術

熱交換
採熱技術

熱輸送
技術

熱エネルギー
変換技術

発電技術
周辺制御

技術

バイオマス
熱利用

排熱利用

小型・分散型の熱利用技術の開発
自立型・分散型エネルギー利用での街づくり、環境負荷の低減

地域活性化（地域での産業振興、地域での新規ビジネスの立ち上げ、人材育成）

太陽熱
利用

地熱・温泉
熱・地中熱利

用

一次産業
熱供給

宮城県、仙台市
舞鶴市、雲仙市

南相馬市
川崎市、相模原市

大分県

舞鶴高専、仙台高専
東北工業大学、東北大学

東京大学、明治大学
神奈川大学、京都大学
大阪大学、長崎大学 他

環境ビジネス総研
産総研、農研機構
KDDI＆KDDI総合

研究所
小浜温泉エネルギー

NEDO、JST
トヨタ財団

大和ハウス＆リース
日立キャピタル

オリックス、OVC他

ICT技術
生物利用
環境技術

農業・養殖
農漁

一体化事業

事業化支援
就労支援

地域活性化
地域課題
発見・解決

PM・BI
機能

(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

JASFA機能

 JASFA内プロジェクト創出支援
→会員企業の技術発掘
→大学の技術発掘
→会員間マッチング
→補助金・助成金申請支援

 JASFA独自の事業開発
→会員保有技術を用いた新事業開発
→PPP（Public Private 

Partnership）への展開
→「まちのちから」との連携

 JASFA業務受託
→自治体等への提案
→自治体等からの業務受託

 外部連携

JASFA内
プロジェクト創出支援

JASFA
業務受託

JASFA独自の
事業開発

外部連携組織
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宮城県ストップ温暖化大賞受賞を契機として
JASFA会員企業出資によるまちのちから合同会社（LLC)の販路拡張

FECOMグループ「まちのちから合同事業協同組合（LLP)」の活用
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(一社)JASFA・環境系産学連携団体の歩み

令和３年度 令和3年度新エネ大賞：資源エネルギー庁長官賞
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